
本
校
は
、
大
工
の
学
校
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
大
工
技

術
を
学
ぶ
こ
と
は
建
築
の
基

礎
の
理
解
に
役
立
つ
、
と
い

う
考
え
方
で
、
鑿
（
の
み
）
、

鉋
（
か
ん
な
）
、
鋸
（
の
こ

ぎ
り
）
、
玄
能
（
げ
ん
の
う
）

な
ど
大
工
手
道
具
一
式
を
教

材
と
し
て
い
ま
す
。

砥
ぎ
を
中
心
と
す
る
根
気

と
熟
練
が
欠
か
せ
な
い
道
具

づ
く
り
、
基
本
的
な
継
手

（
つ
ぎ
て
）
・
仕
口
（
し
ぐ

ち
）
を
学
ん
だ
後
、
カ
レ
ッ

ジ
フ
レ
ー
ム
と
呼
ん
で
い
る

継
手
・
仕
口
の
複
合
構
造
体

を
製
作
し
ま
す
（
左
写
真
）
。

入
学
式
翌
日
か
ら
の
集
中

授
業
を
含
む
木
造
工
作
実
習

で
学
ん
だ
内
容
の
復
習
で
あ

る
と
共
に
、
建
物
の
構
造
を

実
際
に
つ
く
る
小
屋
組
み
実

習
や
実
習
棟
実
習
に
向
け
た

準
備
で
も
あ
り
ま
す
。

与
え
る
図
面
の
情
報
量
も

単
体
の
継
手
・
仕
口
課
題
よ

り
も
少
な
く
、
自
分
の
頭
で

考
え
な
け
れ
ば
製
作
に
入
れ

な
い
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

出
来
上
が
っ
た
も
の
を
た
だ

組
み
立
て
る
作
業
員
で
は
な

く
、
プ
ロ
の
建
築
技
能
者
の

レ
ベ
ル
に
達
す
る
に
は
ど
う

し
た
ら
い
い
か
、
課
題
と
格

闘
し
な
が
ら
学
び
ま
す
。
授

業
は
６
月
５
日
、
12
日
、
19

日
、
26
日
。
見
学
を
歓
迎
し

ま
す
。
要
事
前
連
絡
。
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東京建築カレッジ

授業見学
大歓迎！

℡ 03
（5950）
1771

自分の頭と手で建築を体験できる
東京建築カレッジの実技実習

東京建築カレッジは、第27期生（20
22年4月入学生）の募集活動を始めまし
た。募集要項や「授業見学・学校説明
会」のご案内は、学校webサイトに掲
出しています。入学選考会などのスケ
ジュールもご確認ください。

ポスター貼り出しにご協力を

２年ぶりに学校ポスターをつくりま
した。実習棟の木組みの美しさが伝わ
る写真は好評で、ポスターに魅了され
ての問い合わせが毎年あります。貼り
出しにご協力いただける方は、お気軽
にご連絡ください。

『カレッジ通信』
バックナンバー

が読めます

今
、
建
築
の
現
場
で
目
立
つ
の
は
、
組
み
立
て
作
業
で
す
。
材
料
は
工

場
で
つ
く
ら
れ
た
も
の
（
プ
レ
カ
ッ
ト
）
。
分
業
や
効
率
化
も
進
み
、
全

体
が
見
え
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。
建
築
の
本
質
や
知
識
、
技
術
・
技
能

を
、
建
築
の
現
場
だ
け
で
習
得
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
東
京
建
築
カ
レ
ッ
ジ
で
は
、
手
道
具
の
使
い
方
か
ら
教
え
、
図
面

を
読
み
解
き
、
材
料
に
自
ら
墨
付
け
す
る
と
こ
ろ
か
ら
実
技
実
習
授
業
を

進
め
て
い
ま
す
。

手
道
具
に
親
し
む

継手・仕口の複合構造体「 カレッジ
フレーム」。基本的な継手・仕口の墨
付け、加工を経験した後に、挑戦する
課題。

１
年
生
の
授
業
か
ら

図面通りに正確に墨付けするこ
とが高精度のものづくりの第一歩

来
年
４
月
入
学
生
募
集
活
動
開
始



東
京
建
築
カ
レ
ッ
ジ

は
、
住
宅
設
計
の
授
業

も
充
実
し
て
い
ま
す
。

設
計
演
習
の
課
題
は
大

学
の
建
築
学
科
の
よ
う

に
複
数
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
各
自
が
お
施
主
を

創
造
し
、
与
え
ら
れ
た

敷
地
に
理
想
の
住
宅
を

ど
の
よ
う
に
建
て
る
か
、

と
い
う
演
習
を
１
年
次

の
後
半
か
ら
２
年
次
に

か
け
て
、
数
科
目
の
授

業
横
断
型
で
行
っ
て
い

ま
す
。

今
年
度
の
２
年
生
た

ち
は
設
計
図
面
を
ほ
ぼ

完
成
さ
せ
、
模
型
づ
く

り
を
通
し
て
、
自
ら
の

設
計
プ
ラ
ン
を
検
証

す
る
段
階
に
入
り
ま

し
た
。

模
型
は
１
０
０
分

の
１
サ
イ
ズ
を
最
初

に
つ
く
り
、
必
要
な

場
合
、
修
正
を
加
え
、

最
終
の
設
計
プ
ラ
ン

を
完
成
さ
せ
、
50
分

の
１
サ
イ
ズ
の
模
型

に
仕
上
げ
る
と
い
う

も
の
で
す
。
完
成
後

は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う

な
設
計
に
し
た
の
か
、

誰
で
も
わ
か
る
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の

機
会
が
与
え
ら
れ
ま

す
。同

じ
敷
地
条
件
で

も
、
お
施
主
の
価
値

観
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
の
違
い
で
、
住
宅

と
は
こ
ん
な
に
も
多

様
性
を
放
つ
も
の
な

の
か
、
ク
ラ
ス
メ
イ

ト
の
発
表
を
聞
き
な

が
ら
、
住
宅
建
築
の

自
由
度
の
高
さ
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
る

授
業
で
す
。
自
由
度

が
高
い
だ
け
に
、
設

計
と
施
工
の
専
門
家

の
責
任
は
重
大
で
す
。
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住宅設計の授業は模型づくりへ

２
年
生
の
授
業
か
ら

与えられた敷地条件で自由設計。100分の1、
50分の1サイズの模型でプランを検証します

本校の実技実習の多くは大工技術ですが、２年
次の前期には７つの各専門工事職の施工体験授業
を設けています。建築現場を統括する棟梁（とう
りょう）をめざすには大工以外の仕事の理解も欠
かせないからです。
型枠・鉄筋、左官（モルタル、漆喰しっくい）、

水道設備、塗装、内装・クロス、タイル、板金の
順で体験します。教える人は本校母体の東京土建
の組合員さんで各分野のプロです。タイルの講師
は本校の渡辺義久理事長。限られ
た時間ですが、貴重な経験なので、
研修生たちは集中して授業に参加
しています。

本校で「木質材料」などを担当する金田正
夫講師（一級建築士）が新建築家技術者集団
が発行する『建築とまちづくり』5月号に持
論を寄稿しました。金田講師は「省エネでは
なく省資源のために、自然の法則を生かした
先人たちの建築の知恵をもっと生かすべきだ」
と日頃授業で力説しています。「高気密・高
断熱の住宅一辺倒ではエアコンがなければ暮
らせない住まいになってしまう」とも。
寄稿では、本校の研修生に大きな影響を与

えている金田先生の考え方がコンパクトにま
とめられてい
ます。 一読を
お勧めします。

７
つ
の
各
専
門
工
事
職
施
工
体
験

『建築とまちづくり』5月号

本校 金田 正夫講師が寄稿

上と右の写真は、5月27日の「型枠・鉄
筋」施工体験授業の様子。鉄筋の結索作
業も面白がって取り組んでいました。

模型づくりに入る前に、プランの総点
検を行う研修生（右）。実務経験豊富
な講師が個別にていねいに指導します。
講師の多くは本校の卒業生です。

プ
ラ
ン
の
検
証

「自然と正面から向き合ってみませんか
----環境異変を回避するために」

『建築とまちづ
くり』5月号の
表紙。特集は
「環境破壊を止
める建築行為の
あり方」。


